
一

一
九
〇
四
年
一
〇
月
か
ら
米
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ボ
ス
ト
ン
に
あ
る
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
学
芸
学
部
（F

acu
lty

of
A

rts
an

d
S

cien
ces

）
で
大
学
院
の
授

業
を
聴
講
し
て
い
た
有
島
武
郎
は
、
夏
期
休
暇
が
近
づ
い
た
一
九
〇
五
年
六
月

一
二
日
、
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
ロ
ッ
キ
ン
ガ
ム
郡
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に
赴

い
て
七
月
二
四
日
ま
で
農
場
で
働
い
た
。
有
島
の
日
記
「
観
想
録
」
に
は

「B
oston

ヲ
去
ツ
テG

reen
lan

d,
N

.
H

ナ
ルE

.
S

.
D

an
iell

ナ
ル
人
ノ
下
働
キ

ト
ナ
ラ
ン
ガ
為
メ
ニ
阿
部
三
四
君
ト
共
ニ
汽
車
ニ
投
ズ
」（
一
九
〇
五
年
六
月

一
二
日
）
と
あ
り
、
こ
こ
に
は
同
時
に
春
雨
に
詠
歎
す
る
と
い
う
伝
統
的
な
テ

ー
マ
に
従
っ
た
五
七
調
の
「
車
中
ノ
駄
吟
」
も
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の

年
の
日
記
に
は
、
書
き
込
ま
れ
た
日
時
が
不
明
の
「G

reen
lan

d

ニ
働
キ
ツ
ヽ

ア
リ
シ
頃
、
労
働
者
ノP

olan
d

ヨ
リ
来
レ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
毎
夕violon

ヲ
カ
キ

ナ
ラ
ス
」
と
い
う
言
葉
が
書
き
加
え
ら
れ
、
農
場
で
一
緒
に
働
い
て
い
た
ポ
ー

ラ
ン
ド
系
移
民
労
働
者
に
よ
っ
て
バ
イ
オ
リ
ン
で
演
奏
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
民

謡
が
五
七
調
の
長
歌
と
し
て
日
本
語
に
翻
案
さ
れ
て
い
る
。
伝
統
的
な
韻
律
を

と
も
な
う
日
本
語
が
有
島
の
口
を
衝
い
て
出
た
の
は
、
こ
の
と
き
た
え
ず
祖
国

の
運
命
を
案
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

折
し
も
、
一
九
〇
四
年
二
月
一
〇
日
に
は
じ
ま
っ
た
日
露
戦
争
は
一
九
〇
五

年
五
月
二
七
日
の
日
本
海
海
戦
で
ロ
シ
ア
の
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
が
敗
れ
、
八
月

一
〇
日
か
ら
ポ
ー
ツ
マ
ス
で
日
露
講
和
会
議
が
開
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
と
同
じ
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
ロ
ッ
キ
ン
ガ
ム
郡
に
あ
る

ポ
ー
ツ
マ
ス
は
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
か
ら
北
東
約
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
ボ
ス
ト

ン
か
ら
北
に
約
九
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
場
所
に
あ
る
。
有
島
は
両
親
に
宛
て
た

書
簡
の
な
か
に
「
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
体マ

マ

ノ
噂
ハ
当
地
ニ
て
も
一
時
や
か
ま
し
く
候

ひ
し
所
近
頃
ハ
は
た
と
沙
汰
や
ミ
相
成
候
」（
一
九
〇
五
年
五
月
一
六
日
）、「
当

地
ニ
て
ハ
米
国
の
大
統
領
周
旋
し
て
平
和
会
議
開
か
る
べ
し
と
の
噂
一
時
非
常

ニ
高
く
或
ハ
事
実
と
し
て
現
ハ
れ
来
ら
ん
か
と
鶴
首
罷
在
候
処
夫
れ
も
ド
ー
や
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ら
水
泡
と
相
成
候
様
な
る
有
様
心
細
き
義
ニ
有
之
候
」（
一
九
〇
五
年
七
月
二

日
）
な
ど
と
記
し
、
現
地
の
動
静
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

筑
摩
書
房
版
『
有
島
武
郎
全
集
』
の
別
巻
年
譜
に
は
、
有
島
は
一
九
五
〇
年

六
月
一
二
日
か
ら
七
月
二
四
日
ま
で
「
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
農
家
E
・
S
・
ダ

ニ
エ
ル
方
」
で
働
き
、「
週
給
四
ド
ル
、
仕
事
は
農
作
業
・
家
事
と
苛
酷
」
な

も
の
で
あ
っ
た
と
あ
る

（
１
）

。
そ
も
そ
も
有
島
が
ボ
ス
ト
ン
を
離
れ
て
農
場
で
働
こ

う
と
い
う
決
意
を
し
た
き
っ
か
け
は
、「
自
活
之
道
」
を
講
じ
よ
う
と
し
た
こ

と
で
あ
っ
た
と
両
親
に
宛
て
た
書
簡
（
五
月
一
六
日
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

此
夏
ハ
二
ヶ
月
程
少
年
学
生
之
天
幕
旅
行
ニ
随
従
し
自
活
之
道
を
講
ぜ

ん
と
し
ホ
ヾ
契
約
も
相
調
ひ
申
候
　
以
前
と
ハ
異
り
病
院
な
と
に
ハ
無
之

候
故
身
心
共
ニ
陽
暢
し
て
保
養
に
も
可
相
成
か
と
存
居
申
候
、
所
ハ
唯
今

居
候
マ
サ
チ
ウ
セ
ツ
ト
州
の
稍
北
方
ニ
ユ
、
ハ
ン
プ
シ
ヤ
と
申
候
所
ニ
有

之
候
　
松
柏
の
類
富マ

マ

か
な
る
山
隈
水
廓
ニ
候
由
私
ニ
ハ
是
れ
が
何
よ
り
難

有
御
坐
候

有
島
は
今
夏
二
ヶ
月
ほ
ど
「
少
年
学
生
之
天
幕
旅
行
」
に
随
行
し
て
「
自
活

之
道
」
を
講
じ
る
つ
も
り
で
あ
る
と
し
、
す
で
に
「
契
約
」
も
ほ
ぼ
調
っ
た
と

い
う
の
だ
が
、
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
が
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
有
り
難
が
る
以
外
、
そ
こ
で
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
る
つ
も
り
で
あ
る
の

か
、
具
体
的
な
内
容
は
一
切
語
ら
れ
て
い
な
い
。「
松
柏
の
類
富
か
な
る
山
隈

水
廓
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
通
り
、
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
の
あ
る
ニ
ュ
ー

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
は
森
林
資
源
が
豊
か
で
あ
っ
た
。

他
方
、
こ
の
書
簡
の
な
か
で
「
以
前
と
ハ
異
り
」
と
あ
る
の
は
、
ハ
ヴ
ァ
フ
ォ

ー
ド
大
学
大
学
院
を
修
了
し
た
有
島
が
一
九
〇
四
年
七
月
一
九
日
か
ら
二
ヶ
月

間
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
あ
る
フ
レ
ン
ド
精
神
病
院
で

看
護
士
と
し
て
働
い
た
こ
と
を
指
す
。
自
伝
的
小
説
『
迷
路
』（
有
島
武
郎
著

作
集
第
五
輯
、
一
九
一
八
年
六
月
、
新
潮
社
）
に
は
「
女
の
声
と
読
経
の
声
と

が
同
じ
強
さ
で
心
を
牽
く
と
い
は
れ
る
歳
頃
に
、
彼
れ
が
擇マ

　
マみ

取
つ
た
信
仰
の

生
活
も
、
二
ケ
月
の
狂
癲
病
院
の
生
活
の
間
に
綺
麗
に
崩
し
て
し
ま
つ
た
」
と

あ
る
よ
う
に
、
院
内
で
目
撃
し
た
性
的
な
光
景
に
よ
っ
て
主
人
公
A
は
性
的
衝

動
を
覚
醒
さ
せ
、「
悒
鬱
」
に
陥
っ
て
し
ま
う
。

有
島
が
「
身
心
共
ニ
陽
暢
し
て
保
養
」
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
グ
リ
ー
ン

ラ
ン
ド
の
農
場
で
働
き
は
じ
め
た
頃
に
記
さ
れ
た
書
簡
（
一
九
〇
五
年
七
月
二

日
）
を
つ
ぎ
に
見
て
み
よ
う
。

学
位
を
取
る
の
希
望
ハ
無
之
候
ひ
し
事
と
て
終
末
の
試
験
頃
よ
り
出
席

を
止
め
夏
期
間
之
仕
事
を
見
附
け
出
す
が
為
め
ニ
新
聞
ニ
広
告
其
他
之
事

に
て
一
寸
多
忙
を
極
め
居
候
処
幸
ニ
一
ヶ
所
当
地
ニ
於
て
四
百
ヱ
ー
カ
ー

程
の
農
場
主
よ
り
内
働
き
の
口
有
之
先
月
十
二
日
一
人
の
学
友
阿
部
三
四

と
申
す
法
科
大
学
出
の
人
と
此
ニ
参
る
コ
ト
に
相
成
申
候
ニ
ユ
ー
ハ
ン
プ

シ
ヤ
イ
ヤ
ー
と
申
候
得
者
米
国
北
部
ニ
あ
る
一
小
州
に
て
旧
く
よ
り
開
け
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た
る
所
ニ
御
坐
候
得
共
辺
僻
之
土
地
な
れ
バ
開
け
方
も
遅
く
一
見
北
海
道

の
さ
る
方
を
思
ひ
起
さ
し
め
申
候
　
主
人
夫
妻
ハ
格
別
親
切
の
人
取
扱
ひ

も
よ
く
御
坐
候
得
共
労
働
ハ
中
々
烈
し
く
朝
は
五
時
半
頃
よ
り
午
後
二
時

間マ
マ

頃
迄
夕
方
ハ
五
時
よ
り
七
時
半
頃
ま
で
台
場
の
手
伝
ひ
室
の
掃
除
な
ど

慣
れ
ぬ
仕
事
と
て
時
々
滑
稽
を
演
ず
る
も
一
興
ニ
御
坐
候
　
兎
ニ
角
茲
ニ

て
働
き
居
候
間
は
食
費
室
代
ハ
向
ふ
持
ち
に
て
一
週
間
四
弗
づ
ゝ
を
得
る

コ
ト
ニ
御
坐
候
得
者
先
づ
費
用
ハ
な
く
し
て
相
済
ミ
可
申
候

右
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
有
島
は
「
新
聞
ニ
広
告
其
他
之
事
」
を
し
て
就
職
口

を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
「
四
百
ヱ
ー
カ
ー
程
の
農
場
主
よ
り
内
働
き
の
口
」
の

提
示
が
あ
っ
て
、
六
月
一
二
日
に
学
友
の
阿
部
三
四
と
と
も
に
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ

シ
ャ
ー
州
に
赴
い
た
。「
主
人
夫
妻
ハ
格
別
親
切
の
人
」
で
あ
っ
た
が
、
毎
日

の
労
働
は
「
中
々
烈
し
く
」、
午
前
五
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
、
午
後
五
時
か

ら
七
時
半
ま
で
働
か
さ
れ
た
。
食
費
と
部
屋
代
は
農
場
主
が
負
担
し
、
賃
金
は

一
週
間
四
ド
ル
支
払
わ
れ
た
と
い
う
。
他
方
、
有
島
は
そ
の
土
地
が
僻
地
で
開

拓
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
に
「
一
見
北
海
道
の
さ
る
方
」
が
思
い
出
さ
れ
る
と

い
っ
て
親
し
み
を
抱
き
、「
台
場
の
手
伝
ひ
室
の
掃
除
な
ど
」
は
「
慣
れ
ぬ
仕

事
」
で
は
あ
る
も
の
の
「
時
々
滑
稽
を
演
ず
る
も
一
興
」
と
感
じ
て
緊
張
を
解

き
ほ
ぐ
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
有
島
が
農
場
の
暮
ら
し
に
充
実
感

を
持
ち
は
じ
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
有
島
が
農
作
業
と
家
事
に
勤
し
ん
で
「
自
活
之
道
」
を
講
じ
よ

う
と
し
て
い
た
こ
と
は
、『
迷
路
』
の
A
が
ボ
ス
ト
ン
の
都
市
生
活
で
は
「
衣

食
の
問
題
に
頭
を
悩
ま
さ
な
い
で
す
む
境
遇
に
置
か
れ
る
の
で
、
そ
の
暗
い
力

は
純
粋
に
暗
く
な
つ
て
行
つ
た
」
と
表
現
さ
れ
る
の
に
比
べ
て
、
農
場
で
は

「
若
い
彼
れ
の
心
に
は
本
統
の
若
々
し
さ
が
本
統
の
道
筋
か
ら
頭
を
擡
げ
出
し

た
や
う
に
思
は
れ
た
」
と
対
照
的
に
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
有
産
階
級
出
身

の
有
島
に
と
っ
て
他
の
労
働
者
に
ま
じ
っ
て
働
く
体
験
は
生
涯
を
通
じ
て
、
フ

レ
ン
ド
精
神
病
院
と
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
農
場
の
他
に
は
な
く
、
と
り
わ
け
後

者
の
記
憶
は
、
最
晩
年
に
至
っ
て
北
海
道
胆
振
国
虻
田
郡
狩
太
に
所
有
し
て
い

た
自
分
の
農
場
を
小
作
人
に
解
放
す
る
際
に
、
小
作
人
の
境
遇
と
心
理
を
理
解

す
る
う
え
で
の
大
切
な
手
が
か
り
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
有
島
が
滞
在
し
た

ボ
ス
ト
ン
の
二
軒
の
旧
居
は
小
玉
晃
一
氏
と
栗
田
廣
美
氏
に
よ
っ
て
所
在
が
す

で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

（
２
）

、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
農
場
に

関
し
て
は
、
高
橋
隆
氏
が
「
有
島
武
郎
と
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
」（『
有
島
武
郎
と

場
所
』、
有
島
武
郎
研
究
叢
書
第
一
〇
集
、
一
九
九
六
年
七
月
、
右
文
書
院
）

の
な
か
で
農
場
の
概
要
と
ダ
ニ
エ
ル
家
の
系
譜
を
明
ら
か
に
し
て
以
来
、
研
究

は
進
め
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
二
〇
〇
九
年
七
月
三
日
か
ら
九

日
ま
で
渡
米
し
て
お
こ
な
っ
た
現
地
調
査
に
も
と
づ
い
て
、
有
島
に
お
け
る
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
の
労
働
体
験
の
意
味
に
つ
い
て
論
及
し
て
み
た
い
。

二

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
は
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
ロ
ッ
キ
ン
ガ
ム
郡
に
あ
る
町
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で
、
総
面
積
三
四
、
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
湖
沼
が
七
、
三
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
占
め
る
豊
か
な
自
然
環
境
の
な
か
に
三
、
三
九
五
人
が
住
ん
で
い

る
。
ボ
ス
ト
ン
か
ら
北
へ
約
八
〇
キ
ロ
、
今
日
で
は
片
側
三
車
線
の
高
速
道
路

を
利
用
す
る
人
が
多
い
が
、
有
島
の
時
代
は
鉄
道
を
利
用
し
て
ボ
ス
ト
ン
と
の

間
を
往
復
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
町
に
は
め
ぼ
し
い
産
業
が
な
い
も
の

の
、
ボ
ス
ト
ン
よ
り
も
気
候
が
お
だ
や
か
な
の
で
別
荘
地
帯
と
し
て
発
展
し
、

近
年
で
は
ボ
ス
ト
ン
に
通
勤
す
る
人
た
ち
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
な
っ
て
い
る
。

歴
史
的
に
見
る
と
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
は
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
の
な
か
で
最

も
早
い
時
期
に
建
設
さ
れ
た
植
民
地
の
一
つ
で
、
一
六
三
八
年
に
ポ
ー
ツ
マ
ス

教
会
区
の
管
轄
と
さ
れ
、
一
六
四
〇
年
に
フ
ラ
ン
シ
ス
・
シ
ャ
ン
パ
ー
ナ
ウ
ン

大
尉
（C

apt.F
ran

cis
C

h
am

pern
ow

n
e

）
が
入
植
し
て
こ
の
土
地
を
グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
と
名
づ
け
た
。
一
六
五
〇
年
に
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ヘ
イ
ン
ズ
（S

am
u

el

H
ain

es

）
が
最
初
の
定
着
植
民
者
と
し
て
移
住
し
、
一
七
一
〇
年
頃
に
サ
ミ
ュ

エ
ル
・
ウ
ィ
ー
ク
ス
大
尉
（C

apt.S
am

u
elW

eeks

）
が
州
内
に
現
存
す
る
最

古
の
レ
ン
ガ
造
り
の
家
を
建
て
た
と
さ
れ
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
一
八
九
七

年
に
設
立
さ
れ
、
彼
の
名
前
を
冠
し
た
公
営
ウ
ィ
ー
ク
ス
図
書
館
の
地
下
閲
覧

室
で
郷
土
史
家
ポ
ー
ル
・
F
・
ヒ
ュ
ー
ズ
氏
（P

au
l

F
.

H
u

g
h

es

）
に
面
会

し
、
有
島
が
滞
在
し
て
い
た
時
代
の
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
取
材
し
た
。

ヒ
ュ
ー
ズ
氏
は
高
橋
隆
氏
が
こ
の
農
場
に
関
す
る
調
査
を
進
め
る
際
に
協
力
を

求
め
た
人
物
で
も
あ
る
。
ヒ
ュ
ー
ズ
氏
に
よ
れ
ば
、
同
じ
ロ
ッ
キ
ン
ガ
ム
郡
に

あ
る
エ
ク
ス
タ
ー
と
い
う
町
で
発
行
さ
れ
て
い
た
新
聞
「
ジ
・
エ
ク
ス
タ
ー
・

ニ
ュ
ー
ズ
・
レ
タ
ー
」（
一
九
〇
五
年
七
月
一
四
日
、
金
曜
日
）
の
「
グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
」
欄
に
、
有
島
と
思
わ
れ
る
日
本
人
に
関
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。
エ
ク
ス
タ
ー
は
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
か
ら
南
西
に
一
二
キ
ロ
、
大

西
洋
側
か
ら
内
陸
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
町
で
、
南
北
戦
争
の
時
代
は
州
の

中
心
と
さ
れ
て
い
た
。
つ
ぎ
に
こ
の
記
事
を
日
本
語
に
訳
し
て
紹
介
し
よ
う
。

セ
ッ
ジ
ミ
ア
農
場
に
は
、
家
事
仕
事
を
し
て
休
暇
を
過
ご
し
て
い
る
二

人
の
若
い
日
本
人
大
学
生
が
お
り
、
一
人
は
農
場
主
の
も
と
で
、
も
う
一
人

は
農
家
を
担
当
し
て
働
い
た
。
後
者
は
ま
っ
た
く
英
語
が
話
せ
な
か
っ
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
雇
用
主
の
意
に
か
な
う
働
き
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
き

ち
ん
と
し
た
身
な
り
で
、
他
の
人
び
と
に
対
し
て
礼
儀
正
し
く
ふ
る
ま
っ

た
。
彼
ら
は
ボ
ス
ト
ン
・
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
に
投
じ
た
広
告
を
通
じ
て

雇
わ
れ
た
。
母
国
の
な
ま
り
で
し
か
話
せ
な
い
方
は
、
も
う
一
人
よ
り
も

賃
金
が
安
か
っ
た
。

A
t

“S
ed

g
em

ere
F

arm
”

th
ere

are
tw

o
Jap

an
ese

y
ou

n
g

m
en

,

colleg
e

stu
den

ts,passin
g

th
eir

vacation
in

doin
g

h
ou

sew
ork,on

e

in
th

e
farm

-h
ou

se
d

ep
artm

en
t.

T
h

e
latter

d
oes

n
ot

sp
eak

E
n

g
lish

a
t

a
ll,

b
u

t
ea

ch
d

o
es

h
is

w
o

rk
a

ccep
ta

b
ly

to
h

is

em
ploy

er.
T

h
ey

dress
n

eatly
an

d
con

du
ct

th
em

selv
es

tow
ard

o
th

ers
v

ery
p

o
litely

.
T

h
ey

w
ere

o
b

ta
in

ed
th

ro
u

g
h

a
n
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adv
ertisem

en
t

w
h

ich
th

ey
in

serted
in

th
e

B
oston

T
ran

script.

T
h

e
on

e
w

h
o

speaks
on

ly
in

h
is

n
ative

ton
g

u
e

asks
less

w
ag

es

th
an

th
e

oth
er.

ヒ
ュ
ー
ズ
氏
に
よ
れ
ば
、
右
の
「
セ
ッ
ジ
ミ
ア
農
場
」
が
有
島
の
滞
在
し
た

農
場
の
こ
と
で
、
農
場
主
E
・
S
・
ダ
ニ
エ
ル
の
フ
ル
ネ
ー
ム
は
「
ユ
ー
ジ

ン
・
サ
ン
ガ
ー
・
ダ
ニ
エ
ル
」（E

u
g

en
e

S
an

g
er.

D
an

iell

）
で
あ
っ
た
。

‘S
edg

e ’

と
は
イ
グ
サ
や
芝
生
の
よ
う
な
ス
ゲ
属
の
植
物
、‘m

ere ’

と
は
湖
沼
を

意
味
す
る
古
い
英
語
で
、
農
場
が
あ
っ
た
場
所
に
は
、
か
つ
て
池
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
農
場
の
名
前
と
し
て
名
づ
け
ら
れ
た
。
ダ
ニ
エ
ル
家
は
一
八
九
九
年
に

フ
ラ
ン
シ
ス
・
シ
ャ
ン
パ
ー
ナ
ウ
ン
大
尉
か
ら
こ
の
土
地
を
購
入
し
た
。
ま
た

ポ
ー
ツ
マ
ス
に
は
中
国
人
労
働
者
が
多
数
い
た
が
日
本
人
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、

当
時
人
口
約
三
、
八
〇

〇
人
の
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
に
日
本
人
が
来
る
こ

と
は
き
わ
め
て
稀
で
あ

っ
た
。
こ
の
記
事
は
善

意
か
ら
で
も
な
く
悪
意

か
ら
で
も
な
く
、
た
だ

珍
し
さ
を
感
じ
て
報
道

さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
と
い
う
。
し
か
し
二
人
と
も
「
雇
用
主
の
意
に
か
な
う
働
き
ぶ
り
」
で
あ
っ

た
う
え
に
「
き
ち
ん
と
し
た
身
な
り
」
を
し
て
「
礼
儀
正
し
く
ふ
る
ま
っ
た
」
と

報
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
が
地
元
で
比
較
的
好
意
的
に
迎
え
入
れ
ら
れ

た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
こ
の
文
脈
に
も
と
づ
い
て
判
断
す
る
と
農
場
主
の
も
と
で
働
い
て
い

た
の
が
有
島
で
、
農
家
で
働
き
母
国
語
な
ま
り
で
し
か
英
語
が
話
せ
ず
賃
金
が

安
か
っ
た
の
が
阿
部
だ
と
推
定
さ
れ
、（
ボ
ス
ト
ン
で
一
八
三
〇
年
七
月
二
四

日
に
創
刊
さ
れ
た
）
日
刊
紙
「
ボ
ス
ト
ン
・
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
」
に
掲
載
し
た

広
告
を
通
し
て
彼
ら
が
雇
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
同
じ
日
本
人
青
年

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
英
語
の
能
力
に
よ
っ
て
賃
金
に
差
が
つ
け
ら
れ
て

い
る
の
は
、
能
力
に
応
じ
て
待
遇
の
格
差
が
細
か
く
定
め
ら
れ
て
い
る
米
国
労

働
社
会
の
厳
し
い
現
実
で
あ
る
。
長
い
夏
期
休
業
中
に
住
み
込
み
の
ア
ル
バ
イ

ト
を
す
る
こ
と
は
米
国
の
大
学
生
に
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
、
と
く
に
留
学
生
に

と
っ
て
は
語
学
力
を
上
達
さ
せ
る
う
え
で
も
効
果
的
で
あ
る
。
当
時
の
賃
金
に

つ
い
て
ヒ
ュ
ー
ズ
氏
に
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
ヒ
ュ
ー
ズ
氏
の
祖
父
の
賃
金
は

一
週
間
九
ド
ル
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
九
ド
ル
の
な
か
に
は
住
居
費
や
養
育

費
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
食
費
と
部
屋
代
を
除
い
て
一
週
間
四
ド
ル
で
あ
っ

た
の
は
妥
当
な
金
額
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
有
島
が
滞
在
し
て
い
た
頃

の
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
は
小
麦
、
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
の
穀
物
や
果
物
を
生
産

す
る
農
場
や
、
食
品
の
缶
詰
工
場
、
牧
場
な
ど
が
あ
っ
た
。
今
日
で
は
貨
物
列

車
は
週
一
便
し
か
な
い
が
、
か
つ
て
は
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
と
ボ
ス
ト
ン
を
結
ぶ
鉄
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道
を
使
っ
て
毎
日
こ
れ
ら
の
作
物
が
輸
送
さ
れ
て
い
た
。
日
露
戦
争
終
結
に
際

し
て
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
近
く
に
あ
る
ポ
ー
ツ
マ
ス
で
講
和
会
議
が
開
か
れ

た
が
、
ど
ち
ら
も
米
国
か
ら
遠
く
離
れ
た
国
の
こ
と
な
の
で
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

の
住
民
は
、
日
露
戦
争
に
ほ
と
ん
ど
関
心
が
な
か
っ
た
と
い
う
。

実
際
、
農
場
で
働
き
は
じ
め
て
約
半
月
が
経
過
し
た
頃
、
有
島
は
両
親
に
宛

て
た
書
簡
（
一
九
〇
五
年
七
月
二
日
）
の
な
か
で
近
況
報
告
と
し
て
「
小
生
之

住
ミ
居
候
ハ
僻
遠
の
村
と
て
支
那
と
日
本
の
位
置
を
す
ら
弁
へ
ぬ
人
々
多
き
中

ニ
御
坐
候
得
者
戦
勝
の
威
光
も
左
程
に
ハ
難マ

　
マ有

が
ら
れ
ず
日
本
に
て
ハ
ア
イ
ス
、

ク
リ
ー
ム
を
喰
ふ
や
と
の
問
題
な
ど
か
時
々
抱
腹
ノ
種
と
相
成
申
候
」
と
記
し

て
い
る
。
中
国
と
日
本
と
の
位
置
関
係
さ
え
分
か
ら
な
い
の
が
ア
メ
リ
カ
市
民

の
大
多
数
で
、
日
本
人
は
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
る
の
か
な
ど
の
話
題
が

「
時
々
抱
腹
ノ
種
」
に
な
っ
た
と
い
う
ほ
ど
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
は
日
露
戦
争

に
対
し
て
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ヒ
ュ
ー
ズ
氏
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し
て
も
ら
っ
て
い

る
と
、
有
島
が
働
い
た
農
場
は
一
九
五
六
年
に
四
万
ド
ル
で
譲
渡
さ
れ
、
現
在
は

ポ
ー
ツ
マ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
所
有
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ウ
ィ

ー
ク
ス
図
書
館
か
ら
車
で
五
分
ほ
ど
の
場
所
に
あ
る
ポ
ー
ツ
マ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
は
一
九
〇
一
年
創
業
の
準
会
員
制
ゴ
ル
フ
場
で
、
以
前
は
さ
ら
に
北
東

の
位
置
に
あ
っ
た
が
、
米
軍
の
爆
撃
機
基
地
建
設
に
と
も
な
い
移
転
す
る
必
要

が
生
じ
て
現
在
の
場
所
に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
（80

C
ou

n
try

C
lu

b

L
n

G
reen

lan
d,N

H

）。
そ
こ
で
ポ
ー
ツ
マ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
訪
れ
て
経

営
者
ケ
ビ
ン
・
ポ
ッ
ツ
氏
（K

evin
P

otts

）
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
ヒ
ュ
ー
ズ
氏

の
説
明
通
り
一
九
五
六
年
に
、
鉄
道
の
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
駅
周
辺
か
ら
グ
レ
ー

ト
ベ
イ
湖
沿
い
一
帯
ま
で
の
二
五
五
エ
ー
カ
ー
（
約
一
、
〇
三
二
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
）
の
広
大
な
土
地
を
買
い
上
げ
た
と
し
、
し
か
も
農
場
が
あ
っ
た
頃
の

写
真
が
貼
ら
れ
て
い
る
古
い
ア
ル
バ
ム
を
今
も
持
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
こ
で

早
速
ポ
ッ
ツ
氏
に
こ
の
私
的
な
ア
ル
バ
ム
の
コ
ピ
ー
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
快
諾

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
有
島
が
滞
在
し
て
い
た
頃
に
撮
影
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
写
真
に
付
さ
れ
た
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
日
本
語
に
訳
し
て
つ
ぎ
に
紹
介
す
る
。

八
五
年
前
―
―
こ
れ
ら
の
写
真
は
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
の
マ
ー
チ
ン
・
ダ
ニ

エ
ル
の
ア
ル
バ
ム
の
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
か
ら
で
あ
る
。
ダ
ニ
エ
ル
一
族

は
、
四
半
世
紀
以
上
も
古
い
パ
イ
ア
ー
ス
農
場
を
所
有
し
て
い
た
。
上
段

の
写
真
に
は
、
今
使
わ
れ
て
い
る
地
域
か
ら
ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
イ
の
左
の
場

所
ま
で
の
建
物
が
写
っ
て
い
る
。
下
段
の
写
真
の
建
物
に
は
ダ
ニ
エ
ル
一

族
が
起
居
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
建
物
の
ほ
と
ん
ど
は
火
事
の
た
め
に
焼

失
し
た
。
ダ
ニ
エ
ル
一
家
は
売
却
の
前
に
建
て
直
し
た
。

「
八
五
年
前
」
と
は
、
移
転
の
年
か
ら
計
算
す
る
と
一
八
七
一
年
に
当
た
る
。

ダ
ニ
エ
ル
一
族
は
「
パ
イ
ア
ー
ス
」（P

eirce

）
家
が
所
有
し
て
い
た
土
地
を

購
入
し
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
広
大
な
土
地
に
大
規
模
な
農
場
を
経
営
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
の
「
パ
イ
ア
ー
ス
農
場
」
も
元
来
は
先
の
「
セ
ッ
ジ
ミ
ア
農
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場
」
と
同
じ
フ
ラ
ン
シ
ス
・
シ
ャ
ン
パ
ー
ナ
ウ
ン
大
尉
の
土
地
で
、「
パ
イ
ア

ー
ス
」
家
は
一
八
〇
〇
年
代
に
こ
の
土
地
を
購
入
し
て
い
た
。
ダ
ニ
エ
ル
一
族

は
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
広
大
な
土
地
に
、「
ピ
ー
ル
ス
」（P

ierce

）
家
か
ら
購

入
し
た
「
ピ
ー
ル
ス
農
場
」
や
、
先
の
「
セ
ッ
ジ
ミ
ア
農
場
」
な
ど
複
数
の
農

場
を
所
有
し
て
い
た
。
有
島
が
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
働
い
て
い
た
頃
の
建
物
は

残
念
な
が
ら
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
前
に
あ
る
石
造
の
小
屋
以
外
に
遺
さ
れ
て
は

い
な
い
。
ユ
ー
ジ
ン
・
シ
ニ
ア
・
ダ
ニ
エ
ル
の
孫
に
当
た
る
ジ
ェ
ア
・
R
・
ダ

ニ
エ
ル
氏
（Jere

R
.

D
an

iell

）
は
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー

に
あ
る
ダ
ー
ツ
マ
ス
カ
レ
ッ
ヂ
の
史
学
科
の
名
誉
教
授
で
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
地
方
史
を
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
観
点
か
ら
叙
述
し
た
研
究
で
知
ら
れ

て
い
る
。
数
多
く
の
著
書
の
な
か
で
も
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
に
お
け
る
一

六
〇
〇
年
か
ら
一
七
七
五
年
ま
で
の
植
民
地
期
と
、
一
七
七
五
年
か
ら
一
七
八

三
年
ま
で
の
革
命
期
と
の
歴
史
的
発
展
を
考
察
し
た
『
植
民
地
の
ニ
ュ
ー
ハ
ン

プ
シ
ャ
ー
（C

olon
ial

N
ew

H
am

psh
ire

）』（
叢
書
「
ア
メ
リ
カ
植
民
地
の
歴

史
」
第
一
三
巻
、
一
九
八
一
年
、
K
T
O
出
版
）
は
米
国
歴
史
学
会
に
お
い
て

高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
同
著
に
は
一
九
〇
〇
年
代
の
記
述
は
な
い
も
の

の
、
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
し
て
植
民
地
が
形
成
さ

れ
発
展
し
た
の
か
が
体
系
的
に
論
述
さ
れ
て
い
る
。

三

『
迷
路
』
の
A
が
ボ
ス
ト
ン
で
の
学
業
を
中
断
し
て
農
場
に
赴
く
き
っ
か
け

に
な
っ
た
の
は
、
二
人
の
女
性
か
ら
逃
避
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
ボ
ス
ト
ン
で

共
同
生
活
を
送
っ
て
い
た
弁
護
士
P
の
夫
人
と
不
義
の
関
係
を
結
び
、
た
と
え

彼
女
と
離
婚
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
P
は
怒
り
心
頭
に
発
し
A
に
対

し
て
ピ
ス
ト
ル
を
突
き
付
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
と
き
P
の
顔
は
「
妻
が
主

動
者
で
な
い
為
め
に
満
足
を
、
皮
膚
の
黄
色
い
猿
の
や
う
な
劣
等
人
種
の
挑
み

に
敗
け
た
不
満
足
を
」
表
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
後
、
A
は
P
の
家
を
出

て
社
会
主
義
者
の
友
人
K
と
同
居
し
は
じ
め
る
が
、
K
の
影
響
を
受
け
た
論
文

を
日
本
の
雑
誌
に
発
表
す
る
と
、
予
想
し
た
以
上
の
「
恐
惶
」
を
家
族
や
親
類

に
与
え
「
学
費
の
杜
絶
」
に
至
ら
せ
る
。「
自
活
」
の
道
を
模
索
し
た
A
は
ゴ
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シ
ッ
ク
芸
術
研
究
の
権
威
で
あ
る
M
教
授
の
研
究
室
の
助
手
と
し
て
務
め
る
こ

と
に
な
っ
て
娘
ヂ
ュ
リ
ア
と
フ
ロ
ラ
と
親
し
く
な
る
も
の
の
、
相
手
の
気
持
ち

を
十
分
に
忖
度
し
な
い
ま
ま
、
ヂ
ュ
リ
ア
に
愛
を
告
白
し
た
た
め
に
「
あ
な
た

は
東
洋
の
方
で
す
よ
。
よ
ご
ざ
ん
す
か
。
お
忘
れ
に
な
つ
た
ん
ぢ
や
あ
り
ま
す

ま
い
ね
」
と
い
わ
れ
て
突
き
放
さ
れ
て
し
ま
う
。
A
は
「
P
夫
人
と
の
忌
は
し

い
関
係
」
と
「
ヂ
ュ
リ
ア
と
の
愛
の
破
綻
」
を
経
験
し
た
う
え
に
、
P
夫
人
か

ら
懐
妊
し
た
と
い
う
手
紙
が
届
き
、
こ
の
手
紙
を
読
ん
で
彼
女
に
堕
胎
を
さ
せ

る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
K
と
の
間
で
激
し
い
口
論
に
な
る
。
そ
し
て
つ
い
に
K

と
の
同
居
も
解
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
羽
目
に
陥
っ
て
、「
二
三
の
新
聞
に

家
庭
の
仕
事
に
雇
は
れ
た
い
と
い
ふ
広
告
」
を
出
し
た
と
こ
ろ
「
ボ
ス
ト
ン
か

ら
汽
車
で
五
十
分
か
ゝ
る
あ
る
大
地
主
の
家
」
に
す
ぐ
に
雇
わ
れ
て
住
み
込
み

で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
心
の
平
安
は
得
ら
れ
ず
夜
に
な
る
と
「
P
夫
人
の
胎
に
宿
つ
て
る
肉

塊
」
の
た
め
に
苦
悩
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
P
夫
人
に
会
う
た
め
に
農
場

管
理
人
に
無
断
で
ボ
ス
ト
ン
に
戻
ろ
う
と
す
る
の
だ
が
、
A
が
乗
り
込
ん
だ
汽

車
に
は
、
日
露
戦
争
に
強
い
関
心
を
抱
く
「
幾
組
か
の
男
女
」
が
「
小
ぽ
け
な

Jap.

」
の
噂
話
を
し
、
A
が
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
「
老
人
」
は
「
小

ぽ
け
な
勇
ま
し
いJap.

の
為
に
三
度
万
歳
」
と
騒
ぎ
だ
す
。
す
る
と
た
ち
ま
ち

A
は
「
不
快
」
を
感
じ
て
「
皮
肉
な
軽
蔑
の
心
持
ち
が
む
ら

く
と
起
つ
て

来
」、
自
分
が
「
国
籍
の
な
い
浮
浪
人
」
と
し
て
生
き
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と

に
気
づ
か
さ
れ
る
。

元
来
〈
黄
禍
論
〉
は
、
一
八
四
八
年
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
お
け
る
ゴ
ー
ル

ド
ラ
ッ
シ
ュ
を
き
っ
か
け
に
金
鉱
や
大
陸
横
断
鉄
道
建
設
の
労
働
者
と
し
て
米

国
西
海
岸
に
殺
到
し
た
中
国
系
移
民
に
対
す
る
白
人
階
級
の
差
別
意
識
か
ら
は

じ
ま
っ
た
も
の
だ
が
、
日
清
・
日
露
戦
争
以
後
、
軍
事
力
を
背
景
に
東
ア
ジ
ア

で
台
頭
し
た
日
本
に
対
す
る
批
判
が
強
ま
っ
て
日
系
移
民
に
対
す
る
差
別
が
拡

大
し
た
。
作
品
に
戻
っ
て
み
る
と
P
の
表
情
に
も
ヂ
ュ
リ
ア
の
言
葉
に
も
〈
黄

禍
論
〉
の
影
響
を
受
け
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
A

は
そ
れ
ほ
ど
強
く
人
種
差
別
を
意
識
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
白
人
女
性

と
の
間
に
子
ど
も
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
と
差
別
を
感
じ
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で

は
「
国
の
区
別
を
立
て
ゝ
人
に
接
す
る
事
を
忘
れ
」、
自
分
の
前
に
は
「
人
は

人
と
し
て
写
ら
な
か
つ
た
」
こ
と
を
思
い
返
し
な
が
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
自
分

に
言
い
聞
か
せ
る
。

こ
の
戦
は
大
き
い
ぞ
。
日
本
が
露
西
亜
と
戦
つ
て
る
間
に
、
貴
様
は
貴

様
で
戦
ふ
べ
き
戦
が
あ
る
の
だ
。
貴
様
は
国
籍
の
な
い
浮
浪
人
な
ば
か
り

か
、
ど
の
階
級
に
も
属
し
な
い
真
裸
か
な
人
間
な
ん
だ
。
そ
れ
は
貴
様
が

遠
の
昔
に
気
が
附
い
て
ゐ
て
い
ゝ
筈
の
も
の
だ
つ
た
ん
だ
。
貴
様
は
ま
だ

小
さ
く
つ
て
弱
い
。
然
し
貴
様
の
敵
は
あ
の
政
治
狂
の
爺
が
い
ふ
露
西
亜

で
も
な
い
。
唯
物
主
義
の
K
の
い
ふ
有
産
階
級
で
も
な
い
。
生
活
そ
の
も

の
な
ん
だ
。
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祖
国
が
ロ
シ
ア
と
の
戦
争
を
遂
行
し
て
い
る
間
、
自
分
自
身
の
戦
い
を
発
見

し
た
A
は
、
自
分
が
「
国
籍
の
な
い
浮
浪
人
」
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
「
ど
の

階
級
に
も
属
し
な
い
真
裸
か
な
人
間
」
と
し
て
生
き
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、

今
の
自
分
に
と
っ
て
は
、
ロ
シ
ア
で
も
な
く
有
産
階
級
で
も
な
く
「
生
活
」
こ

そ
が
敵
で
あ
る
と
考
え
る
。
自
己
の
抑
え
が
た
い
性
的
衝
動
の
た
め
に
二
人
の

女
性
と
の
関
係
を
壊
し
、「
自
活
」
の
道
を
模
索
し
て
い
た
A
に
と
っ
て
、
や

が
て
生
ま
れ
て
く
る
「
哀
れ
な
混
血
児
」
と
と
も
に
、
人
種
差
別
に
耐
え
な
が

ら
生
き
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
現
実
的
な
課
題
が
眼
前
に
突
き
つ

け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
P
夫
人
の
家
か
ら
農
場
に
帰
っ
た
深
夜
、
自
分
の
部
屋

で
「
如
何
な
る
父
も
私
以
上
に
は
強
く
愛
し
な
か
つ
た
。
愛
す
る
所
に
権
利
が

あ
る
。
さ
う
だ
。
愛
の
あ
る
所
に
権
利
が
あ
る
。
私
は
こ
の
権
利
に
よ
つ
て
あ

な
た
に
訴
へ
る
。
子
は
私
に
返
へ
せ
」
と
手
紙
に
書
く
。
冒
頭
の
「
如
何
な
る

父
も
私
以
上
に
は
強
く
愛
し
な
か
つ
た
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
も
は
や
自
分
は

〈
父
〉
に
依
存
し
て
き
た
〈
子
〉
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
〈
子
〉
を
保
護
す

る
〈
父
〉
と
し
て
の
役
割
を
引
き
受
け
て
生
き
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
の
強
い

自
覚
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
国
家
や
階
級
、
宗
教
と
い
う
抽
象
的
な

も
の
を
超
越
し
て
眼
前
の
「
生
活
」
と
い
う
具
体
的
な
も
の
に
対
す
る
戦
い
が

は
じ
め
ら
れ
た
こ
と
が
意
味
さ
れ
て
お
り
、
A
は
「
哀
れ
な
混
血
児
」
の
将
来

を
案
じ
て
「
黄
色
人
種
の
血
を
半
分
享
け
た
そ
の
子
は
、
生
れ
る
と
ど
ん
な
軽

蔑
と
敵
視
と
の
的
に
な
る
事
だ
ら
う
」
と
い
う
人
種
差
別
に
よ
る
生
の
根
源
的

不
安
に
よ
っ
て
自
己
の
性
的
衝
動
を
抑
制
し
、
い
わ
ば
〈
去
勢
〉
と
い
う
プ
ロ

セ
ス
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
実
的
な
課
題
と
真
に
向
き
合
え
る
主
体
を
形
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

哀
れ
な
混
血
児
は
育
つ
て
行
く
。
黒
い
硬
い
真
直
な
黒
毛
と
、
青
い
眼

と
、
白
と
黄
と
の
漆
喰
を
こ
ね
合
は
し
た
や
う
に
沢
の
な
い
濁
つ
た
皮
膚

と
、
病
的
に
痩
せ
こ
け
た
体
格
と
を
持
つ
た
哀
れ
な
混
血
の
私
生
児
は
育

つ
て
行
く
。
彼
れ
を
見
る
眼
は
ど
れ
も
彼
れ
を
爪
弾
き
す
る
。
彼
れ
に
与

へ
ら
れ
た
食
物
は
、
彼
れ
に
穢
太
臭
い
労
働
を
要
求
す
る
。
見
世
物
小
屋

の
舞
台
か
、
靴
磨
き
の
台
の
下
か
、
孤
児
院
の
台
所
か
、
感
化
院
の
矯
正

室
か
、
監
獄
か
、
火
葬
場
か
、
…
そ
れ
等
が
彼
れ
に
は
一
番
似
合
つ
た
背

景
な
の
だ
。
彼
れ
の
奇
怪
な
眼
は
、
人
を
空
睨
み
す
る
奇
怪
な
眼
と
な

り
、
彼
れ
の
物
い
は
ぬ
口
は
、
呪
詛
だ
け
を
い
ふ
物
い
は
ぬ
口
と
な
る
の

だ
。
誰
に
も
愛
さ
れ
な
い
彼
れ
は
、
憎
む
事
す
ら
知
ら
な
い
で
死
ん
で
行

く
だ
ら
う
。

右
の
引
用
文
に
は
、
今
日
で
は
使
用
し
な
い
差
別
表
現
が
含
ま
れ
て
い
る

が
、
有
島
は
あ
え
て
差
別
感
情
を
煽
る
よ
う
な
言
葉
を
連
ね
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
A
が
「
哀
れ
な
混
血
児
」
の
将
来
に
つ
い
て
深
刻
な
不
安
を
感
じ
て
い
る

こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。『
迷
路
』
の
結
末
部
に
お
い
て
、
こ
の
胎
児
は
P
夫

人
の
嘘
で
あ
っ
た
こ
と
が
絶
命
寸
前
の
K
の
口
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
だ
が
、

本
多
秋
五
氏
が
「
箸
に
も
棒
に
も
か
か
ら
ぬ
駄
作
」
で
あ
る
と
酷
評
し
た
こ
と
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を
ふ
ま
え
て

（
３
）

、
山
田
昭
夫
氏
も
「
A
は
父
性
愛
と
責
任
感
と
を
混
同
」
し
て
お

り
、
思
想
小
説
・
観
念
小
説
と
し
て
読
ん
で
も
失
敗
作
で
あ
る
と
指
摘
し
た

（
４
）

。

従
来
は
こ
の
よ
う
に
作
品
が
否
定
的
に
読
ま
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
だ
が
、

こ
れ
ら
の
見
解
に
対
し
て
作
品
を
肯
定
的
に
読
む
最
も
説
得
的
な
論
を
提
示
し

た
の
が
江
種
満
子
氏
で
、
江
種
氏
は
作
品
に
否
定
的
な
論
者
に
は
「
近
代
家
族

主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
浸
透
」
が
見
ら
れ
る
と
し
、「
ア
メ
リ
カ
の
白
人
社

会
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
る
日
本
人
だ
と
い
う
自
己
確
認
は
、
や
が
て
混
血
児
と

し
て
A
よ
り
も
も
っ
と
酷
薄
な
疎
外
を
身
に
受
け
る
で
あ
ろ
う
息
子
で
さ
え
も
、

A
に
と
っ
て
は
自
分
の
存
在
の
意
味
を
証
明
す
る
か
け
が
え
の
な
い
人
間
に
な

る
。
こ
れ
が
差
別
さ
れ
疎
外
さ
れ
た
者
に
と
っ
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
か

た
ち
で
あ
る
」
と
主
張
す
る

（
５
）

。
さ
ら
に
李
甲
淑
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
『
迷

路
』
は
「
国
境
や
人
種
、
階
級
の
差
な
ど
を
乗
り
越
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
地
球

社
会
へ
向
け
て
歩
む
こ
と
が
要
求
」
さ
れ
て
い
る
今
日
の
「
時
代
を
先
取
り

し
、
次
世
代
の
我
々
の
運
命
へ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
提
示
」
す
る
作
品
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る

（
６
）

。
日
系
移
民
が
多
か
っ
た
ハ
ワ
イ
や
西
海
岸
に
限
ら
ず
、
ボ
ス
ト

ン
の
よ
う
な
東
海
岸
の
大
都
市
で
も
保
守
的
な
白
人
階
級
の
間
に
は
、
黄
色
人

種
に
対
す
る
差
別
意
識
が
根
深
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
、
有
島
は
自
己
の
鋭

敏
な
感
覚
を
も
っ
て
看
破
し
て
い
た
の
で
あ
る
。「
哀
れ
な
混
血
児
」
と
と
も

に
人
種
差
別
に
耐
え
な
が
ら
生
き
る
こ
と
を
主
体
的
に
決
意
す
る
A
の
姿
勢
は
、

欧
米
社
会
に
浸
透
し
て
い
た
白
人
至
上
主
義
に
抵
抗
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
自

己
中
心
的
な
民
族
感
情
に
と
ら
わ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
近
代
日
本
社
会
の
対
極
に

位
置
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

四

有
島
は
当
初
の
予
定
を
繰
り
上
げ
て
農
場
を
去
る
こ
と
に
な
っ
た
い
き
さ
つ

に
つ
い
て
、
両
親
に
宛
て
た
書
簡
（
一
九
〇
五
年
七
月
二
四
日
）
の
な
か
で
つ

ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
書
簡
は
冒
頭
に
「
於
ケ
ム
ブ
リ
ツ
ヂ
」
と

あ
る
の
で
、
ボ
ス
ト
ン
に
引
き
上
げ
た
後
で
投
函
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

遂
ニ
働
き
つ
ヽ
あ
り
し
家
を
去
る
事
と
相
成
申
候
　
向
に
て
ハ
非
常
ニ

惜
ミ
是
非
引
止
め
ん
と
致
申
候
得
共
共
ニ
働
き
つ
ヽ
あ
り
し
友
の
一
方
な

ら
ず
衰
弱
し
殊
ニ
厭
ハ
し
き
事
誼
其
家
と
の
間
ニ
起
り
候
為
め
不
愉
快
な

る
夏
期
之
消
光
ハ
堪
え
難
た
し
と
思
ひ
き
わ
め
し
ニ
て
候
ひ
き
一
度
決
心

致
申
候
事
の
か
く
途
中
に
て
変
更
候
事
小
子
ニ
ハ
呉
々
も
遺
憾
ニ
御
坐
候

得
共
是
も
詮
方
な
き
次
第
是
よ
り
他
ニ
方
法
を
講
す
る
の
外
無
之
候

こ
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
有
島
が
農
場
を
去
っ
た
の
は
友
人
が
「
一
方
な
ら
ず

衰
弱
」
し
、
そ
の
友
人
と
「
其
家
」
と
の
間
に
「
殊
ニ
厭
ハ
し
き
事
誼
」
が
発

生
し
た
こ
と
の
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
。
厭
わ
し
い
と
感
じ
ら
れ
た
で
き
ご
と

の
具
体
的
な
内
容
は
分
か
ら
な
い
の
だ
が
、「
不
愉
快
」「
堪
え
難
た
し
」
と
い

う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
た
と
え
「
非
常
ニ
惜
ミ
是

非
引
止
め
ん
」
と
し
て
く
れ
た
に
せ
よ
、
何
か
深
刻
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
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い
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
迷
路
』
の
な
か
で
は
、
A
は
「
女
中
よ
り
も
肥
え
て

る
癖
に
恐
ろ
し
く
性
急
な
地
主
の
細
君
」
が
「
出
来
損
つ
た
A
麭
を
つ
き
つ
け

て
が
み

く
と
怒
り
出
す
様
子
」
を
脳
裏
に
浮
か
べ
て
「
苦
笑
」
さ
せ
ら
れ
る

場
面
や
、「
東
洋
人
は
妙
な
魔
法
を
遣
つ
て
不
運
の
種
を
蒔
く
」
と
信
じ
た
「
愛

蘭
土
生
れ
の
下
女
」
が
A
の
「
顔
や
仕
草
が
余
り
こ
は
く
て
、
ゐ
た
ゝ
ま
れ
な

く
な
つ
た
」
と
い
っ
て
農
場
管
理
人
の
と
こ
ろ
に
逃
げ
て
ゆ
く
場
面
が
あ
る
。

ヒ
ュ
ー
ズ
氏
は
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
は
日
本
人
に
対
す
る
関
心
が
薄
か
っ
た
と

語
っ
た
が
、
A
は
「
下
女
」
に
対
し
て
「
汽
車
が
出
来
た
り
汽
船
が
出
来
た
り

す
る
と
東
洋
人
も
西
洋
人
も
あ
り
は
し
な
い
ん
だ
よ
」
と
諭
し
て
「
東
洋
人
」

に
対
す
る
蔑
視
を
戒
め
て
い
る
。『
迷
路
』
で
は
突
然
、
ボ
ス
ト
ン
に
あ
る
C

慈
恵
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
K
か
ら
手
紙
が
A
の
許
に
届
き
、
瀕
死
の
K
を
見

舞
う
た
め
に
ボ
ス
ト
ン
に
急
い
で
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
農
場

主
の
一
家
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
A
は
出
発
す

る
前
に
「
村
の
傭
人
周
旋
所
」
に
駆
け
つ
け
、「
残
る
一
ケ
月
半
の
傭
期
限
」
に

対
し
て
「
自
分
の
収
入
か
ら
あ
る
高
の
金
を
増
し
て
」
新
し
い
労
働
者
を
「
無

理
に
」
雇
っ
て
自
分
の
交
替
要
員
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
K
の
手
紙
に
よ
っ
て

ボ
ス
ト
ン
に
帰
る
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
設
定
さ
れ
た
『
迷
路
』
で
は
農
場

で
の
生
活
が
理
想
化
さ
れ
て
描
写
さ
れ
て
い
る
。

労
働
の
手
は
い
く
ら
あ
つ
て
も
足
ら
な
か
つ
た
。
A
は
台
所
の
仕
事
か

ら
野
良
の
仕
事
に
廻
さ
れ
た
。
そ
れ
こ
そ
彼
れ
の
望
む
所
だ
つ
た
。
こ
の

自
然
の
大
き
な
舞
踏
を
見
る
と
、
沈
み
切
つ
た
彼
れ
の
心
も
さ
す
が
に
躍

り
立
た
な
い
で
は
ゐ
ら
れ
な
か
つ
た
。
大
地
を
何
よ
り
も
愛
す
る
彼
れ
に

取
つ
て
畑
に
出
て
働
く
程
の
幸
福
は
な
い
ら
し
く
思
へ
た
。
彼
れ
は
自
分

の
二
倍
も
あ
り
さ
う
な
労
働
者
の
中
に
交
つ
て
、
収
穫
車
に
乗
つ
て
野
良

に
出
か
け
る
身
と
な
つ
た
。
地
主
の
細
君
が
彼
れ
に
代
つ
て
玉
の
や
う
な

汗
を
か
き

く
、
台
所
を
し
た
。

小
麦
と
燕
麦
の
収
穫
期
に
入
っ
て
、「
台
所
の
仕
事
」
か
ら
「
野
良
の
仕
事
」

に
廻
さ
れ
た
A
は
「
畑
に
出
て
働
く
程
の
幸
福
は
な
い
」
よ
う
に
思
え
た
と
い

う
。
A
に
と
っ
て
「
自
分
の
二
倍
も
あ
り
さ
う
な
労
働
者
」
と
さ
れ
た
ポ
ー
ラ

ン
ド
系
移
民
労
働
者
は
「
凡
て
が
自
然
か
ら
切
り
取
つ
た
ば
か
り
の
男
た
ち
」

と
形
容
さ
れ
て
い
る
。
ヒ
ュ
ー
ズ
氏
に
よ
れ
ば
当
時
、
一
般
の
米
国
市
民
の
間

で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
移
民
は
ロ
シ
ア
人
と
し
て
一
括
り
に
さ
れ
て
扱
わ
れ
て

い
た
が
、
実
際
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
他
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
も
多
数
存
在
し
て

い
た
と
い
う
。

労
働
者
の
大
部
分
は
日
露
戦
争
が
始
ま
っ
て
か
ら
故
国
を
離
れ
て
米
国

に
漂
浪
し
て
来
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
人
た
ち
だ
つ
た
。
大
抵
の
も
の
は
英
語
が

通
じ
な
か
つ
た
。
然
し
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
聞
く
と
何
故
か
彼
れ
の
親
し
み
は

極
度
に
湧
き
上
つ
た
。
四
五
人
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
生
れ
の
猶
太
人
を
除
け
る

と
、
彼
等
の
凡
て
は
自
然
か
ら
切
り
取
つ
た
ば
か
り
の
男
た
ち
だ
つ
た
。
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「
凡
て
が
自
然
か
ら
切
り
取
つ
た
ば
か
り
の
男
た
ち
」
と
い
う
表
現
は
、『
カ

イ
ン
の
末
裔
』（「
新
小
説
」
第
二
二
年
八
号
、
一
九
一
七
年
七
月
）
で
も
主
人

公
の
小
作
人
広
岡
仁
右
衛
門
が
「
自
然
か
ら
今
切
り
取
つ
た
ば
か
り
の
よ
う
な

こ
の
男
」
と
形
容
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
自
然
」
か
ら
「
自
然
」
の
荒
々
し

さ
を
分
け
与
え
ら
れ
た
小
作
人
こ
そ
が
厳
し
い
「
自
然
」
に
立
ち
向
か
う
こ
と

が
で
き
る
と
さ
れ
る
。『
カ
イ
ン
の
末
裔
』
が
一
九
一
七
年
六
月
一
三
日
に
脱

稿
さ
れ
、『
迷
路
』
の
初
出
形
「
迷
路
」
と
「
暁
闇
」
と
が
同
じ
年
の
一
〇
月

二
〇
日
と
一
二
月
一
二
日
と
に
続
け
て
脱
稿
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

実
際
の
場
所
は
異
な
る
も
の
の
、「
自
然
に
歯
向
う
必
死
な
争
闘
」
が
繰
り
広

げ
ら
れ
る
開
拓
農
場
が
作
品
の
舞
台
と
さ
れ
た
両
小
説
の
間
に
は
、
人
間
の
力

を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
「
自
然
」
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
通
じ
て
、
頽
廃
し
た
現
代

の
都
市
生
活
者
に
は
も
は
や
不
可
能
な
、
人
間
本
来
の
原
初
的
生
命
力
に
富
ん

だ
〈
本
能
的
生
活
〉
が
実
現
で
き
る
と
信
じ
た
有
島
文
学
の
基
本
的
モ
チ
ー
フ

が
共
通
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

他
方
、
一
八
九
〇
年
か
ら
一
九
二
〇
年
ま
で
の
間
に
米
国
に
到
来
し
た
一
、

八
〇
〇
万
人
の
移
民
は
、
南
欧
・
東
欧
か
ら
移
動
し
て
き
た
〈
新
移
民
〉
と
呼
ば

れ
る
人
び
と
が
大
多
数
を
占
め
、
そ
れ
ま
で
主
流
で
あ
っ
た
西
欧
・
北
欧
か
ら

の
移
民
よ
り
も
一
層
貧
困
で
、
一
般
の
米
国
市
民
の
眼
に
は
異
質
な
民
族
と
し

て
映
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
イ
タ
リ
ア
人
四
〇
〇
万
人
、
ロ
シ
ア
で
の
ポ
グ
ロ

ム
（
大
虐
殺
）
を
逃
れ
て
き
た
ユ
ダ
ヤ
人
二
〇
〇
万
人
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ポ
ー

ラ
ン
ド
人
一
〇
〇
万
人
が
〈
新
移
民
〉
の
な
か
に
含
ま
れ
、
教
育
も
受
け
ず
熟

練
技
能
を
持
た
な
い
農
村
出
身
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
多
く
は
最
低
の
賃
金
と
最

悪
の
労
働
条
件
を
強
い
ら
れ
て
、
製
造
業
や
鉱
山
業
な
ど
の
危
険
の
多
い
分
野

に
就
職
し
、
米
国
社
会
の
下
層
労
働
者
階
級
を
形
成
し
た
と
さ
れ
る

（
７
）

。
有
島
は

「
四
五
人
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
生
れ
の
猶
太
人
を
除
け
る
と
」
と
い
う
表
現
を
使
っ

て
い
る
が
、
こ
の
時
代
ユ
ダ
ヤ
人
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ど
の
都
市
に
お
い
て
も
居

住
制
限
が
設
け
ら
れ
、
ゲ
ッ
ト
ー
と
呼
ば
れ
る
狭
い
区
画
に
住
む
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
た
。
ロ
シ
ア
で
は
、
一
八
八
一
年
と
一
九
〇
三
年
、
一
九
〇
五

年
に
大
規
模
な
ポ
グ
ロ
ム
が
発
生
し
、
膨
大
な
数
の
犠
牲
者
と
難
民
が
出
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
系
ユ
ダ
ヤ
人
の
大
半
は
農
村
で
は
な
く
都
市
で
生
活
し
て
い
た
た

め
に
、
有
島
は
他
の
農
村
出
身
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
区
別
し
て
、「
ポ
ー
ラ
ン
ド

生
れ
の
猶
太
人
を
除
け
る
と
」
と
い
う
表
現
を
使
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

正
直
を
い
ふ
と
彼
れ
は
新
し
い
文
明
の
出
発
点
を
彼
等
に
見
出
し
た
や

う
に
思
つ
た
。
彼
等
の
心
が
あ
の
ま
ヽ
で
成
長
し
た
ら
、
今
の
文
明
を
覆

へ
す
に
足
る
美
し
い
文
明
が
生
れ
出
る
に
違
ひ
な
い
と
思
つ
た
。
彼
等
と

同
じ
生
活
を
生
活
す
る
の
を
彼
れ
は
喜
び
と
さ
へ
感
じ
た
。

A
は
農
場
で
と
も
に
働
く
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
移
民
労
働
者
に
「
新
し
い
文

明
の
出
発
点
」
を
見
い
だ
し
、
彼
ら
の
心
が
「
あ
の
ま
ヽ
で
成
長
」
し
た
ら

「
今
の
文
明
を
覆
へ
す
に
足
る
美
し
い
文
明
が
生
れ
出
る
違
ひ
な
い
」
と
思
っ

た
と
い
う
。
国
家
や
階
級
、
宗
教
と
い
う
抽
象
的
な
も
の
を
越
え
て
眼
前
の
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「
生
活
」
に
専
心
し
て
生
き
る
人
間
の
姿
が
理
想
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は

「
神
の
同
労
者
」（『
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
　
二
』
第
三
章
九
節
）
と
し

て
勤
労
す
る
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
禁
欲
主
義
的
な
信
仰
に
通
じ
る
も
の
も
見
ら
れ

る
が
、「
如
何
な
る
父
も
私
以
上
に
は
強
く
愛
し
な
か
つ
た
」
と
い
う
言
葉
に

見
ら
れ
た
よ
う
に
、
ひ
と
た
び
信
仰
を
離
れ
た
と
こ
ろ
に
こ
の
理
想
が
生
ま
れ

て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
が
労
働
に
勤
し
む
開
拓
農
民
の
生
活

に
対
し
て
「
日
々
に
自
由
と
生
活
と
を
闘
い
取
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
者
こ
そ
、
自
由

と
生
活
を
享
く
る
に
値
す
る
」
と
独
白
し
、「
自
由
な
土
地
の
上
に
、
自
由
な

民
と
と
も
に
生
き
た
い
」
と
自
己
意
識
の
革
新
と
と
も
に
新
し
い
社
会
の
到
来

を
夢
想
し
た
ゲ
ー
テ
の
主
張
に
近
い
も
の
が
あ
る
と
い
え
る
（『
フ
ァ
ウ
ス
ト

第
二
部
』
第
五
幕
、
一
八
三
三
年
）。
A
の
眼
に
理
想
と
映
じ
た
農
場
で
の
「
生

活
」
は
、『
カ
イ
ン
の
末
裔
』
と
の
間
で
モ
チ
ー
フ
の
共
通
点
が
見
い
だ
せ
る

だ
け
で
は
な
く
、
作
品
の
執
筆
か
ら
五
年
後
、
自
分
の
農
場
を
解
放
す
る
際
に

小
作
人
の
境
遇
と
心
理
を
理
解
す
る
う
え
で
の
大
切
な
手
が
か
り
に
な
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

だ
が
契
約
の
途
中
で
農
場
を
去
っ
た
有
島
の
労
働
体
験
と
照
ら
し
合
わ
せ
て

み
た
と
き
、
現
実
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
両
親
に
宛
て
た
書
簡
に
も
農
家
で
働

い
て
い
た
友
人
が
「
一
方
な
ら
ず
衰
弱
」
し
た
と
記
さ
れ
、『
迷
路
』
に
も
「
野
良

の
仕
事
は
他
所
眼
で
見
た
程
楽
な
も
の
で
も
楽
し
い
も
の
で
も
な
か
つ
た
。
殊

に
彼
れ
の
や
う
に
他
の
人
々
に
比
べ
て
体
力
の
著
し
く
劣
つ
た
場
合
に
は
さ
う

だ
つ
た
」
と
あ
る
。
有
島
自
身
は
「
其
家
」
と
の
間
に
「
殊
ニ
厭
ハ
し
き
事
誼
」

が
発
生
し
た
こ
と
を
契
約
打
ち
切
り
の
原
因
と
し
て
い
た
が
、「
き
ち
ん
と
し
た

身
な
り
」
を
し
て
「
礼
儀
正
し
く
ふ
る
ま
っ
た
」
と
い
う
日
本
人
青
年
に
と
っ

て
「
野
良
の
仕
事
」
は
実
際
に
は
過
重
な
負
担
と
感
じ
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

彼
の
意
気
組
み
だ
け
は
労
働
者
等
の
生
活
を
も
つ
と
理
想
的
に
生
活
す

る
積
り
だ
つ
た
の
だ
が
、
無
理
な
姿
勢
の
為
め
に
体
が
痛
む
の
に
気
が
つ

い
て
眼
を
覚
し
て
見
る
と
、
書
物
の
上
に
伏
つ
た
り
、
ペ
ン
を
落
と
し
た

り
し
て
そ
の
ま
ゝ
眠
り
こ
け
て
ゐ
る
自
分
を
見
出
し
て
涎
を
拭
き
な
が
ら

苦
笑
し
た
。

A
は
農
場
で
の
「
労
働
者
等
の
生
活
を
も
つ
と
理
想
的
に
生
活
」
す
る
つ
も

り
だ
っ
た
が
、
実
際
に
は
自
分
の
身
体
が
「
労
働
者
等
の
生
活
」
に
つ
い
て
ゆ

け
ず
に
「
苦
笑
」
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
内
田
満
氏
は
『
迷
路
』
に
お
け
る

「
積
極
的
な
虚
構
」
と
し
て
、
A
と
P
と
の
情
交
、
A
に
対
す
る
学
費
仕
送
り

の
途
絶
、
A
が
K
の
た
め
に
通
夜
を
す
る
こ
と
と
い
う
三
点
を
あ
げ
、
そ
れ
ら

を
通
じ
て
有
島
は
「
神
は
信
じ
う
る
か
」、「
神
な
し
に
生
き
う
る
か
」
と
い
う

テ
ー
マ
に
取
り
組
も
う
と
し
た
と
論
じ
た

（
８
）

。
こ
れ
ら
の
「
積
極
的
な
虚
構
」
に

加
え
て
「
生
活
」
を
過
度
に
理
想
化
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
有
島
が

自
己
の
労
働
体
験
を
ふ
ま
え
な
が
ら
作
品
に
描
こ
う
と
し
た
も
の
が
何
で
あ
っ

た
か
が
分
か
る
。
本
多
秋
五
氏
は
「
歴
史
の
排
泄
物
に
厚
く
覆
は
れ
た
地
球
上

の
ど
こ
に
も
『
真
裸
な
人
間
』
な
ど
ゐ
は
し
な
い
の
だ
」
と
痛
罵
し
た
が

（
９
）

、
有
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島
は
「
生
活
」
の
理
想
化
を
通
じ
て
、
頽
廃
し
た
現
代
の
都
市
に
よ
っ
て
生
み

出
さ
れ
た
差
別
と
は
無
縁
の
「
真
裸
な
人
間
」
が
現
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
の

で
あ
る
。「
宣
言
一
つ
」（「
改
造
」
第
四
巻
一
号
、
一
九
二
二
年
一
月
）
の
な

か
で
「
思
想
と
実
生
活
と
を
融
合
」
さ
せ
て
生
じ
る
現
象
は
「
人
間
生
活
の
統

一
を
最
も
純
粋
な
形
に
持
ち
来
た
す
も
の
」
で
あ
る
と
主
張
し
、
有
島
は
自
己

の
思
想
と
実
生
活
を
「
統
一
」
さ
せ
る
た
め
に
一
九
二
二
年
七
月
一
八
日
に
農

場
を
小
作
人
に
解
放
し
た
。
だ
が
そ
の
あ
ま
り
に
性
急
な
行
動
の
結
果
、
悲
劇

的
な
最
期
を
迎
え
る
に
至
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、「
労
働
者
等
の
生
活
を
も

つ
と
理
想
的
に
生
活
」
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
A
の
「
苦
笑
」
は
「
苦

笑
」
す
る
だ
け
に
終
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

注

有
島
武
郎
の
本
文
は
『
有
島
武
郎
全
集
』（
筑
摩
書
房
）
か
ら
引
用
し
た
。
旧
字
体
は

新
字
体
に
改
め
て
い
る
。
な
お
有
島
の
本
文
中
、
今
日
で
は
使
用
し
な
い
差
別
表
現

が
あ
る
が
、
作
品
の
歴
史
的
背
景
を
知
る
た
め
に
、
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
。

（
１
）「
年
譜
」（『
有
島
武
郎
全
集
』
別
巻
、
一
九
八
八
年
六
月
、
一
二
〇
頁
）

（
２
）
小
玉
晃
一
『
明
治
の
横
浜
―
英
語
・
キ
リ
ス
ト
教
文
学
』（
一
九
七
九
年
四
月
、
笠

間
書
院
）
お
よ
び
栗
田
廣
美
『
亡
命
・
有
島
武
郎
の
ア
メ
リ
カ

〈
ど
こ
で
も
な
い

所
〉
へ
の
旅
』（
一
九
九
八
年
三
月
、
右
文
書
院
）
参
照
。

（
３
）
本
多
秋
五
「
日
本
リ
ア
リ
ズ
ム
最
後
の
作
家
―
有
島
武
郎
の
文
学
」（「
文
学
」、
一

九
五
三
年
二
月
、
九
一
〜
九
二
頁
）

（
４
）
山
田
昭
夫
『
有
島
武
郎
・
姿
勢
と
軌
跡
』（
一
九
六
六
年
七
月
、
右
文
書
院
、
六
三
頁
）

（
５
）
江
種
満
子
『
わ
た
し
の
身
体
、
わ
た
し
の
言
葉
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
読
む
日
本
近
代
文

学
』（
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
、
翰
林
書
房
、
三
八
四
頁
）

（
６
）
李
甲
淑
「
有
島
武
郎
『
迷
路
』
論
―
A
に
お
け
る
〈
生
活
〉
の
意
味
に
つ
い
て
」

（「
国
学
院
大
学
大
学
院
紀
要
」
第
三
〇
号
、
一
九
九
九
年
三
月
、
一
二
九
頁
）

（
７
）
志
邨
晃
佑
「
革
新
主
義
改
革
と
対
外
進
出
」（『
ア
メ
リ
カ
史
　
２
』、
一
九
九
三
年

七
月
、
山
川
出
版
社
、
一
〇
四
、
一
〇
八
頁
）

（
８
）
内
田
満
「
有
島
武
郎
の
創
作
方
法
（
上
）」（「
同
志
社
国
文
学
」
第
一
〇
号
、
一
九

七
五
年
二
月
、
八
一
〜
八
三
頁
）

（
９
）
前
掲
（
３
）
と
同
じ
。

―
お
に
し
・
や
す
み
つ
、
三
重
大
学
人
文
学
部
教
授
―

― 28―




